
注意事項 

（1） 問題Ⅰ、問題Ⅱ及び問題Ⅲから、１問題のみを選択し解答してください。 

（2） 解答用紙の記入方法については、別紙「解答用紙記入上の注意」をよく読んでください。 

（3） 問題用紙、解答用紙及び下書用紙には、受験番号だけを書き、氏名は書かないでください。 

（4） 問題用紙、解答用紙、下書用紙及び「解答用紙記入上の注意」は、試験室から持ち出さないでください。 

（5） 受験票は机の上においてください。 

（6） 受験票と筆記用具以外のものは机の上に出さないでください。 

（7） 携帯電話は電源を切り、かばんの中にしまってください。 

（8） 時計等についているアラーム機能、計算機能、翻訳機能、その他時計以外の機能をＯＦＦにしてくださ

い。 

（9） 試験中に体調不良または手洗所に行く等の理由で試験室から一時退室しようとする場合は、監督員に申

し出てください。 

（10） 不正行為を行った者または監督員の指示に従わなかった者は、失格とします。 

（11） 問題用紙、解答用紙、下書用紙及び「解答用紙記入上の注意」は、試験終了後に全て回収します。 
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〔公共法政プログラム〕 

 
 

受験番号               

 

日   時 平成２７年２月４日（水） 

試験時間 １０時００分～１２時００分 （１２０分） 
 

 

公共法政プログラム 

問題Ⅰ  憲法  

問題Ⅱ  行政法  

問題Ⅲ  行政学  

 

 

 

 



 

 

 

 

問題Ⅰ、問題Ⅱ及び問題Ⅲから、１問題のみを選択し解答しなさい。 

 

 

 

 

問題Ⅰ  憲  法 
 

日本国憲法が規定する政教分離の原則について、論じなさい。 

 

 

 

 

 

問題Ⅱ  行政法 
 

以下の３問の中から２問を選択し答えなさい。 

 

１．法律による行政の原理について、その内容を説明しなさい。 

 

２．行政事件訴訟法にいう「行政庁の処分」について、複数の例を挙げながら説明しな

さい。 

 

３．地方公共団体の条例制定権の範囲について、自治立法としての事項的限界と法律と

の抵触に関する法的限界の観点から論じなさい。 

 

 

 

 

 

問題Ⅲ  行政学 
 

日本における総人口の推移と、それが行政組織や公共政策に与える影響について、具

体的に論じなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 


